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コンクリート構造物品質確保ガイド2014

コンクリート構造物

供用期間を通してその機能を良好な状態で保持

耐久性の向上が重要

初期欠陥の防止

関係者（発注者、設計者、施工者、製造者）

が協働して取り組み、責任感を持って各々の役割を果たす

コンクリート構造物品質確保ガイド2014

コンクリート構造物品質確保ガイド2014

山口県土木建築部技術管理課HP

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18000/index/



コンクリート構造物品質確保ガイド2014

ガイドでのコンクリート構造物の品質確保のための4つの対策

� 施工の基本事項の遵守

� ひび割れ抑制

� 防水対策

� 鉄筋組立の精度確保

鋼材の腐食や漏水等によるコンクリート構造物の耐久性低下を防ぎ、

耐久性の向上を図る

対象

鋼材の腐食や漏水等により

耐久性に大きな影響を受ける構造物

コンクリート構造物品質確保ガイド2014

適用(対象構造物)

現場打ちのコンクリート構造物

� 鉄筋コンクリート構造物

� プレストレストコンクリート構造物

� 水密性を有する無筋コンクリート構造物

※仮設構造物、特殊なコンクリートで施工する構造物は対象外

具体的な対象構造物

� 橋梁下部工（たて壁、胸壁）

� 橋梁上部工の桁、床版、地覆、剛性防護柵

� ボックスカルバート（側壁）

� L型、逆T型擁壁（たて壁） など

外部拘束の影響を受けやすい部材
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ひび割れ抑制設計

コンクリート施工記録データベース

山口県建設技術センターHP

http://www.yama-ctc.or.jp/data/index.html
ガイドでの各段階の役割

設計段階において「コンクリート施工記録データベース」を活用して、

ひび割れ抑制設計を行いコンクリート構造物の品質確保を図る。

ひび割れ抑制設計



ひび割れ抑制設計

ひび割れ抑制設計の流れ

①コンクリート打込み時期の設定

②補修対象ひび割れ幅の設定

③リフト割の検討

④コンクリート施工記録データベース全データ

における本構造物位置の確認

⑤類似構造物によるひび割れ発生有無の確認

⑥ひび割れの初期観察・観察・調査

赤崎橋(仮称)概要

橋梁架設位置：下関市豊北町大字阿川 地内

海岸線から20mまで

⇒塩害対策区分 S（影響が激しい）



赤崎橋(仮称)概要
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橋長：38.90m

有効幅員：9.75m

(車道：7.25m、歩道：2.50m)

上部工形式

I桁橋（バイプレ工法）

塩害対策：最小かぶり70mm＋塗装鉄筋

下部工形式

逆T式橋台（場所打ち杭φ2000）

塩害対策：最小かぶり90mm＋塗装鉄筋

赤崎橋(仮称)概要

⇒沖積粘性土層の水平方向地盤反力係数 小

⇒地震時の杭頭変位量が許容変位量を満足しない

⇒地震時土圧軽減 橋台背面に土圧低減工法(軽量盛土)

⇒橋台＝橋脚 レベル2地震時による耐力照査(たて壁)

⇒一般的な橋台たて壁より鉄筋比 大
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コンクリート打込み時期の設定

ガイドでは、温度応力によるひび割れを減少させるため、

コンクリートの打込みを

避けることが特に望ましい時期 6月～8月

避けることが望ましい時期 9月 としている。

本橋台

赤崎川の河口に位置しており、河川内での施工を伴う

⇒ 非出水期(11月～4月)での施工

A1橋台A1橋台A1橋台A1橋台

　土工、基礎工、仮設工

　橋台工

A2橋台A2橋台A2橋台A2橋台

　土工、基礎工、仮設工

　橋台工

3月 4月

出水期 非出水期

2月

2月

3月

5月 6月 7月 8月 9月 11月 12月 1月

8月

10月

10月 11月 12月 1月9月 4月

出水期 非出水期

5月 6月 7月

打込み時期：12月～4月とする

補修対象ひび割れ幅の設定

鉄筋コンクリート構造物に発生するひび割れ

鋼材の腐食による体力の低下

水密性・気密性等の機能の低下 など

補修の対象となるひび割れ

ひび割れ抑制設計時の有害なひび割れ

＝0.15mm以上(補修が必要なひび割れ幅以上)



リフト割の検討
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たて壁全高とリフト高（分割数）の関係

分割数1

分割数2

分割数3

分割数4

たて壁

n=207

A1橋台

4.85ｍ

A2橋台

3.63ｍ

・たて壁の高さが3.6～4.9m程度の構造物では2分割が多い

・1リフト目について、型枠高さ(0.9m)の倍数として設定

・A1橋台：1リフト目 2.7m ＋ 2リフト目 2.15m

A2橋台：1リフト目 1.8m ＋ 2リフト目 1.83m

DB全データにおける本構造物の位置の確認①(たて壁)
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躯体幅と最大ひび割れ幅の関係

春・秋：3～5月・10～11月

夏：6～9月

冬：12～2月

たて壁

n=220

有害なひび割れ幅

0.15ｍｍ

A2橋台

11.8ｍ

A1橋台

11.2ｍ

・躯体幅が概ね8m以下では、有害なひび割れの発生が極めて少ない

・躯体幅が8mを超えると、打込み時期によらず有害なひび割れが発生

している



DB全データにおける本構造物の位置の確認②(たて壁)
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鉄筋比と最大ひび割れ幅の関係

春・秋：3～5月・10～11月

夏：6～9月

冬：12～2月

たて壁

n=215

有害なひび割れ幅

0.15ｍｍ

A2橋台

0.50％

A1橋台

0.49％

・鉄筋比が小さい方が、打込み時期によらず有害なひび割れが発生

している

・鉄筋比が概ね0.30%以上の場合には、有害なひび割れの発生が少ない

リフト高 4.3ｍ

躯体幅 13.3ｍ

打継ぎ間隔 37日

リフト高 4.5ｍ

躯体幅 10.6ｍ

打継ぎ間隔 26日
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打継ぎ間隔と最大ひび割れ幅の関係（すべての鉄筋比）

夏：6～9月

春・秋：3～5月・10～11月

冬：12～2月

15

たて壁

n=192

有害なひび割れ幅

0.15ｍｍ

DB全データにおける本構造物の位置の確認③(たて壁)

・打継ぎ間隔が短い方が、有害なひび割れの発生が極めて少ない

・打継ぎ間隔が15日を過ぎると、打込み時期によらず有害なひび割れ

が発生している

鉄筋比の影響を取り除く

すべての鉄筋比⇒0.3%以上
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打継ぎ間隔と最大ひび割れ幅の関係（0.3％以上の鉄筋比）

夏：6～9月

春・秋：3～5月・10～11月

冬：12～2月

有害なひび割れ幅

0.15ｍｍ

たて壁

n=50

DB全データにおける本構造物の位置の確認④(たて壁)

・打継ぎ間隔が20日を過ぎると、打込み時期によらず有害なひび割れが発生

している

DB全データにおける本構造物の位置の確認⑤(胸壁)
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躯体幅と最大ひび割れ幅の関係

春・秋：3～5月・10～11月

夏：6～9月

冬：12～2月

胸壁

n=100

有害なひび割れ幅
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A2橋台

11.8ｍ

A1橋台

11.2ｍ

鉄筋比 0.10％

打継ぎ間隔 9日

・躯体幅が概ね8m以下では、有害なひび割れの発生が極めて少ない

・躯体幅が8mを超えると、夏の施工に有害なひび割れの発生が多い



DB全データにおける本構造物の位置の確認⑥(胸壁)
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胸壁

n=95

有害なひび割れ幅

0.15ｍｍ

A1橋台

0.83％

A2橋台

0.82％

0.50

リフト高 1.1ｍ

躯体幅 15.0ｍ

打継ぎ間隔 19日

リフト高 2.2ｍ

躯体幅 25.0ｍ

打継ぎ間隔 20日

・鉄筋比が小さい方が、打込み時期によらず有害なひび割れが発生

している

・鉄筋比が概ね0.50%以上の場合には、有害なひび割れの発生が少ない
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夏：6～9月

冬：12～2月
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有害なひび割れ幅

0.15ｍｍ

15

DB全データにおける本構造物の位置の確認⑦(胸壁)

鉄筋比 0.10％

躯体幅 7.0ｍ

・打継ぎ間隔が短い方が、有害なひび割れの発生が極めて少ない

・打継ぎ間隔が15日を過ぎると、夏と冬の施工に有害なひび割れ

が発生している

鉄筋比の影響を取り除く

すべての鉄筋比⇒0.5%以上
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打継ぎ間隔と最大ひび割れ幅の関係（0.5％以上の鉄筋比）

春・秋：3～5月・10～11月

夏：6～9月

冬：12～2月

有害なひび割れ幅

0.15ｍｍ
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15

DB全データにおける本構造物の位置の確認⑧(胸壁)

・打継ぎ間隔が15日を過ぎると、夏と冬の施工に有害なひび割れ

が発生している

類似構造物の設定

DB全データにおける本構造部の位置の確認より、以下の条件で

類似構造物の抽出条件を設定する。



類似構造物による鉄筋比の確認(たて壁)
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冬：12～2月

たて壁

n=178

有害なひび割れ幅

0.15ｍｍ

A2橋台

0.50％

A1橋台

0.49％

類似構造物による打継ぎ間隔の確認(たて壁)
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春・秋：3～5月・10～11月

冬：12～2月

有害なひび割れ幅

0.15ｍｍ

たて壁

n=163

15



データの分析・考察(たて壁)

� 本橋台鉄筋比では、有害なひび割れが発生していない

� 打継間隔が15日を過ぎると、打込み時期によらず有害なひび割れ

が発生している

�補強鉄筋による対策は不要

�打継ぎ間隔は15日程度以下が望ましい

�施工の基本事項を遵守

類似構造物による打継ぎ間隔の確認(胸壁)
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春・秋：3～5月・10～11月

冬：12～2月

有害なひび割れ幅

0.15ｍｍ

15

胸壁

n=81

・打継ぎ間隔が15日を過ぎると、夏と冬の施工に有害なひび割れ

が発生している

・落橋防止装置設置に伴い、上部工主桁設置後の施工となる

鉄筋比と最大ひび割れ幅の関係にて検証



類似構造物による鉄筋比の確認(胸壁)
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胸壁

n=79

有害なひび割れ幅

0.15ｍｍ

A1橋台

0.83％

A2橋台

0.82％

データの分析・考察(胸壁)

� 打継ぎ間隔が15日を過ぎると、夏と冬の施工に有害なひびわれ

が発生している

� 落橋防止装置設置に伴い、上部工主桁設置後の施工となるが、

本橋台鉄筋比では、有害なひび割れが発生していない

�補強鉄筋による対策は不要

�施工の基本事項を遵守

打継ぎ間隔が15日を過ぎた有害なひび割れ＝鉄筋比の影響



ひび割れの初期観察・観察・調査

初期観察：早期に発生するひび割れ有無の確認

脱型時には必ず行う

観察 ：脱型後に、ひび割れ発生有無の確認

補修後のひび割れの進展有無の確認も含む

調査 ：発生したひび割れの長さ・幅等を計測

調査対象ひび割れ

� 貫通ひび割れ

� 表面ひび割れ

� 沈みひび割れ

※その他の初期変状(豆板・コールドジョイント・表面気泡等)

および型枠や支保工の変状によるひび割れは対象外

⇒施工の基本事項の遵守にて対応可能

ひび割れの初期観察・観察・調査

YES

初期観察

調査

観察 完成検査

補修

NO

YES

観察 完成検査

NO

観察 完成検査

期間 頻度

貫通ひび割れ たて壁・胸壁

発見後

4週間

週1回

最大幅

0.15mm以上

または水漏れ

表面ひび割れ 底版

発見後

5日間

2回

最大幅

0.20mm以上

沈みひび割れ 全て

発見後

5日間

2回

最大幅

0.20mm以上

対象ひび割れ 対象部位

調査

補修基準

調査

期間 頻度 基準

貫通ひび割れ たて壁・胸壁

コンクリート

打込み後4週間

脱型時

及び週1回

最大幅

0.10mm以上

または水漏れ

表面ひび割れ 底版

コンクリート

打込み後10日間

脱型時

及び打込み10日後

最大幅

0.15mm以上

沈みひび割れ 全て － 脱型時

最大幅

0.15mm以上

対象ひび割れ 対象部位

初期観察
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防水対策

ガイドでの防水対策の基本

� 適切な排水設備を設ける等、コンクリートへ水を流入させ

ない、流入する水の量を減らす

⇒橋梁設計マニュアル(山口県土木建築部)の活用

� 流入してきた水を、適切な排水勾配を設けるなどして、滞

水させず速やかに排水する構造とする

⇒橋梁設計マニュアル(山口県土木建築部)の活用

� コンクリート構造物表面からの水の浸透を低減する

⇒ガイド｢施工の基本事項の遵守｣により、表層品質を高め、

水が浸透しにくい緻密なコンクリートの施工

⇒ガイド｢ひび割れ抑制｣により、水の浸入口となるひび割れ

の発生を抑制



防水対策

本橋梁での防水対策

� 地覆天端勾配を2%とする

� 地覆下面(水切り)勾配を2%とする

� 橋座面に排水勾配2%確保する

地覆防水対策 橋座 防水(滞水)対策

Contents

� コンクリート構造物品質確保ガイド2014

� ひび割れ抑制設計

� 防水対策

� 鉄筋組立の精度確保

� コンクリート施工記録



鉄筋組立の精度確保

かぶり不足⇒塩害や中性化により短期間で鋼材が腐食し、

耐久性が低下

⇒コンクリート片のはく落による第三者被害の可能性

原因

・設計図面に本来より小さなかぶりが記載

・施工者の設計図面の読み違い など

設計者の対策

・図面の作成ミスをしない体制

・かぶり詳細図に不必要な寸法表示を行わない

分かりやすく、施工者に誤解を与えない図面の作成

鉄筋組立の精度確保

D32

170 1160 170

1500

前面側前面側 背面側

D29

D32

D29 D29

D32

90mm以上 90mm以上

170 1160 170

1500

前面側前面側 背面側

D29

D32

D29 D29

96

29

29

16

9629

2916

不必要な寸法

純かぶりを○○mm

以上と表記

不適切 適切
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コンクリート施工記録

設計者は、コンクリート施工記録シートに必要事項を記入し、

成果品として提出する。

設計段階 入力可能箇所を入力 (発注者、設計者)

発注段階 発注者や工事名等を入力 (発注者)

施工段階 施工時の記録を入力 (施工者)

⇒完成検査時に発注者に提出

コンクリート施工記録データベース

品質確保のための重要な資料

各段階の関係者を繋ぐ軸



コンクリート施工記録

おわりに

コンクリート構造物は、各段階で多くの関係者がそれぞれの役割を果たし

ながら造り上げる協働作品です。

｢コンクリート構造物品質確保ガイド｣を活用し、良質なコンクリート構造

物を後世に残していきましょう。

ご清聴ありがとうございました


